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３．田部井 世志子（文学部比較文化学科） 
「英米文学概論Ⅰ（旧：イギリス文学概論）」
配当年次：文１年次（第一学期・選択必修）、英米 2年（第一学期・教職の中で必修） 
受講者数：合計約 150名 

授業内容 
2020 年度 オンライン（オンデマンド）

2021 年度 
教室（対面式） 

※一部オンライン（オンデマンド）
本講義では、長い歴史の中で詩から劇、そして小説へと

発展してきた伝統あるイギリス文学の始まりから説き起こし、 2022 年度（予定） 教室（対面式）

今日に至るまでの流れを追います。代表的な作品群については原作の豊かな英語表現にも触れることで、作

品のおもしろさを共に味わうことを目指しています。具体的には、作品に関わるジャンルや技法、また読み解き

方や批評方法などの基礎的な説明を加え、更には作品を生み出したイギリスの時代背景、文化背景との関わり

をも探っていくことで、作品のより深い読みを目指します。同時に、作品との関連で、人間に関する様々なテー

マ（生、死、愛、宗教、想像力…）についても問題提起をします。

コロナ禍に際し、特に工夫したこと
動画は、パワーポイントを用いてナレーションを吹き込み、ストリーミングにアップロードする手法を用いた。教

室実施の時には小さいカード（コメントカード）を授業終了時に提出させ、それに手書きでフィードバックを記入

し、まとめて印刷し、次の授業で配布していた（匿名、採点対象ではない）。2020 年度は、それを Moodle の📢📢
マークのフィードバックで集め、エクセルで編集し、Moodle にアップすることで共有した（匿名）。学生たちには

お互いにコメントを読み合い、感想や意見を次回の授業後のコメント、あるいは課題レポート等に反映するよう促

した。オンデマンドでは学生同士の意見交換の場を作りにくいため、コメントの共有は特に重要だと考える。

結果、うまくいったこと 
授業の流れが良くなったと感じている。なぜならば教室実施の時にはよく脱線していた（良い点もあるが、脱

線が多くてわかりにくいというコメントもあった）が、オンデマンド動画では脱線するなら「ここは閑話です」とスライ

ドに明示して話していたため、スムースになり、わかりにくいというコメントはなくなった。また、板書がパワーポイ

ントになったことで、手書きより読みやすくなったと思う。同時に手書きだったフィードバックも、Moodle の📢📢マー

クのフィードバックで集め、エクセルで編集することで、手書きのコメントより読みやすくなったのではないかと考

える。さらに動画を見直すことができることから、学びが深まったことが考えられる。

結果、うまくいかなかったこと 
まず、私自身が動画作成や Moodle の活用について、当初混乱した。しかし、逆に自分自身の教育 ICT ツ 

ールの活用スキルが上がったと思う。このことは、新人教員研修にもつながると思うので、特に Moodle の使い方

については希望者に、研修会を開くなどしてもらった方が良いのではないだろうか。次に、私が重要だと考えて

いるノートテイキングについては、オンデマンドで促すのはほぼ不可能だと思う。教室で対面実施するからこそ、

学生がノートを取りながら思考する授業が作れることに改めて気づけたと思う。 

コロナ禍を経験したからこその、授業改善の学び
従来、板書で授業を行っていたが、今年度から板書を辞めてパワーポイントを使っている。その際、パワーポ

イントのノート機能を活用することで、板書の時にはアドリブで行っていたことを、パワーポイントのノートを観なが

ら話すことで、漏らさず伝えることができるようになった。また、発音練習を伴う授業については、 Teams を使って

行った方がスムースにできたので、マスク着用の授業が続く場合、回によってはあえてオンライン開催するのも有

用ではないかと考えている。手書きのコメントカードについても 2020 年度同様、Moodle の📢マークに移行し、

フィードバックにかかる作業時間を短縮できている。さらに、オンラインの時に作った動画作成用のパワーポイン

トを、少し修正してアップすれば、事前・事後学習などにそのまま使えるのではないかと考えている。 



コロナ禍で得た学びを、授業改善にどう活かすか？
授業の個性というか、教室だからこそ実践できる、教員個々の様々な工夫やオリジナリティが無ければ駄目だ

ということを、コロナ禍で改めて学ぶことができた。 

イギリス出身の或る小説家・詩人は作品の中で、機械文明の発展に伴い人間性が損なわれていると警鐘を鳴

らしているが、オンラインの有用性を活用しつつも、教室における対面式の授業だからこそできる、人間性を培う

場としての授業の在り方の重要性を強く感じる機会にもなった。また、先日学部の FD 活動において Zoom のブ

レイクアウトルームを使い、「学生との接し方」について教員同士で意見の共有を行ったが、そこでもオンライン

を経験したからこそ、たくさんの気づきを得て、自らの授業改善に活かせるといった意見が多く出されていた。

故・立川談志さんの独演会に来た客が、長時間居眠りをしたことで独演会が中断。主催者側は客を退席さ

せ、それを不服とした客が主催者に慰謝料 10 万円の支払いを求めた裁判がありました。結果、裁判官は判決

で、「客の居眠りは程度によっては演者の意欲をそぎ、演目の続行の重大な障害になる事もありうる。」として客

の訴えを棄却しました。この判例が授業に当てはまるかはわかりませんが、私も立川談志さんのように、（ノートテ

イキングの質を高めることを意識して）学生との協働の場として、教室での授業に臨みたいと思います。

（文責：見舘好隆） 






































